
史跡整備に伴う NHK跡地の発掘調査について 

 

１．調査の目的 

整備基本計画の策定に向けて、本質的価値を詳細に把握するため、これまでの絵図・古地図・古写真

等の調査、史跡指定前の既往の発掘調査や旧 NHK 建物解体時の立会結果をもとに、発掘調査を実

施する。（第 1回委員会承認事項、資料 2-2、資料 4-1） 

 

２．絵図・古写真等の調査及び既往の発掘調査成果【参考資料参照】〔報告〕 

・7世紀中葉頃とみられる横穴墓計 10基を発掘調査で確認（昭和 37年） 

・発掘調査では中世城にみられる「抜け穴」とされる遺構も確認（昭和 37年） 

・加藤時代に武家屋敷として利用。細川時代にも継承され、江戸時代後期には藩施設も設置される 

・明治 9年（1876）に熊本中学校開設。明治 10年西南戦争で焼失。政府軍陣地となる 

・陸軍用地となり、工兵営・憲兵本部・偕行社などの施設として利用される 

 

３．想定される遺構【トレンチ配置案（資料 2-2）参照】〔審議〕 

〇陸軍施設（工兵営・憲兵本部・偕行社） 

→明治 10年以降、工兵営設置。明治 23年に憲兵本部が設置される。敷地西部に井戸あり。 

 昭和 4年、偕行社設置。 

〇西南戦争時の砲台・塹壕跡（Ｔ11） 

→千葉城には山砲 1門、野砲 1門が配備される。塹壕の古写真あり。 

〇熊本中学校 

→江戸時代の武家屋敷地を熊本県が購入後、熊本中学校を建築。武家屋敷時にあった中央の土塁状

構造物は撤去された可能性あり。東西に長い複数棟の建物からなる。明治 10年焼失か。    

●武家屋敷 （以下●は本質的価値） 

→東側は細川時代を通じて松野家（500石）の屋敷地。西側は所有者が変遷し、江戸時代後期には

一部藩施設（掃除方用屋敷）となる。古写真には屋敷の屋根が写るが、建物の平面配置は不明。 

●土手や溝、柵などの武家屋敷の区画を形成する構造物（Ｔ６、Ｔ7、Ｔ12、Ｔ13） 

→中央付近で敷地を区画するのは土塁状の構造物で、高さ 1間（約 2ｍ）、幅は北部で 6間（約 12

ｍ）、南部で 1間（約 2ｍ）。 

●武家屋敷への入口・通路（Ｔ1、Ｔ4、Ｔ19、Ｔ20） 

→台地南部に、西から北東に向かってカーブを描く坂状の入口。道幅は 2間～2間半（約 4～5ｍ）

程度。西側の区画入口には石垣あり。                           

〇中世隈本城 

→昭和 37年の調査で「抜け穴」とされる遺構を確認。NHK建設にあたって壊されている可能性あ

り。 

〇古墳時代の横穴 

→昭和 37 年の調査で南側崖面に横穴群を確認。NHK 建設にあたって一部壊されている可能性あ

り。 

資料２－１ 



４．発掘調査に向けた今後の流れ 

基本計画策定に向けた諸条件の調査・整理 

・絵図、古写真、過去の調査（今回委員会報告） 

・情報確認・整理のための部分的な発掘調査 

調査計画案の諮問（今回委員会）⇒ 

承認案による現状変更許可申請（Ｒ3年 12月）⇒申請許可（Ｒ4年 2月）⇒ 

   土地取得後、発掘調査実施（ ～Ｒ4年夏前） 

 ※調査期間中に、委員への現地視察や市民向けの説明会等を考えている 
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千葉城地区（ＮＨＫ跡地等）の史跡整備計画について 

 
１ 千葉城地区の概要〔確認〕 

「特別史跡熊本城跡保存活用計画」平成 30年（2018年）3月策定より 

磐根橋から厩橋に通じる県道熊本四方寄線と旧坪井川河川敷と坪井川に挟まれた区域で、一

部に民有地はあるものの熊本家庭裁判所・旧九州財務局分室・熊本県伝統工芸館・旧熊本国税

局千葉城分室・県立美術館分館・旧ＮＨＫ熊本放送局等公共機関等が多く所在する地区である。 

 

◎千葉城地区の整備方針：「文化交流ゾーン」 

本丸地区と隣接した空間を活かし、史跡・公園整備等を行って旧城域としての史跡の一

体的な保存を図る。あわせて、城下町からのアクセスを意識したエントランスとして位置

づけ、既存の文化施設等も活用して市民等が歴史文化・芸術に親しむことができるなど地

域の魅力向上に資する地区として整備する。 

   

２ 千葉城地区（ＪＴ跡地、ＮＨＫ跡地）の経緯〔確認〕 

・平成 27年（2015年） 日本たばこ産業株式会社（ＪＴ）移転 ※平成２９年度建物解体 

・平成 29年（2017年） 日本放送協会熊本放送局（ＮＨＫ）移転 

・平成 31年（2019年） 千葉城地区（ＪＴ跡地、ＮＨＫ跡地）保存活用基本構想策定 

・令和元年（2019年）  特別史跡「熊本城跡」に追加指定 

・令和 2年（2020年）  ＪＴ跡地の史跡（土地）取得（3月） 

・令和３年（2021年）  ＮＨＫの旧建物解体（3月） 

              ※ＮＨＫ側と売買契約の締結に向けた協議に関する覚書を締結中 

   

３ 千葉城地区（ＮＨＫ跡地等）の史跡整備の考え方について〔確認〕 

（１）史跡整備について（文化庁監修「史跡整備の手引き」より） 

①史跡整備の手法とは 

・史跡等とそれを取り巻く諸条件について詳細な分析を行い、その成果に基づき、整備活用

事業の内容及びその実現の方法・課題を検討する。 

・本質的価値を保存し、調査研究を充実させつつ、本質的価値を学び理解する場を提供する。 

②史跡整備の過程   【資料４―２】 

   ⅰ企画→ⅱ計画〔基本構想（ここまで実施済）→基本計画〕→ⅲ設計〔基本設計→実施設計〕

→ⅳ工事の実施→ⅴ管理運営・公開活用〔事業成果の公表→管理運営・公開活用〕 

   

（２）ＮＨＫ跡地の史跡整備計画の基本的な考え方 

「熊本城跡千葉城地区(ＪＴ跡地、ＮＨＫ跡地)保存活用基本構想」(平成 31年 1月策定)より 

  ・Ｒ元年度の熊本城保存活用委員会の意見を踏まえ、下記のとおり方向性を整理 

   ◎基本構想に記載した基本方針７項目のうち、まずは文化財価値の保存や熊本城の理解促進、

歴史・文化を伝えること等を目的とした 5項目に関する史跡整備内容とする。 

 

◎基本方針５項目：「文化財価値の保存」「千葉城地区の歴史を表示」「熊本城の理解促進」 

「景観保全と緑地の整備」「歴史・文化を伝える整備」 

※残りの基本方針である「熊本城の復旧復興の拠点」「熊本城調査研究の拠点」については、

その機能や規模の整理を行い、史跡外を含め、引き続き検討をしていく。 
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４ 千葉城地区（ＮＨＫ跡地等）の基本計画の策定方針案について〔審議〕 

（１）基本計画の策定に向けた検討・整理について（令和 3年度からの検討案） 

①基本計画策定に向けた諸条件の調査・整理の方法について 

 〔ⅰ必要な情報の把握・整理〕 

  ア 事業の対象とする史跡等の本質的価値の詳細な把握（絵図、古写真、立ち合い結果など） 

【把握するための主な材料・目標等】 

・ＮＨＫ跡地の整備を検討する資料として、絵図・古地図や古写真を重視する。 

・近代・現代の古地図を再検討し、現在に残る地形から江戸時代の旧地形を追跡する。 

・残されている絵図によると複数の武家屋敷があったことが分っている。 

・発掘調査については、豊富な絵図等の史料との照合や過去の立ち合い結果等を踏まえ、 

必要な部分について遺構の確認を行うなど限定的に行う場合がある。（時期未定） 

・これらの調査により、この武家屋敷の地割や屋敷内部の施設等を明らかにすることを 

目指したい。 

 

イ 公開活用を促進する上で必要となる関連諸条件の把握 

・地域からの要望や、教育・観光、都市など関係部局の計画など構想策定時からの追加的

な情報の把握（以前実施したアンケート結果の再分析、新たなアンケート調査の検討を

含む） 

  〔ⅱ基本的方針の整理・確定〕 

 ア 基本理念・基本方針（基本構想で整理した方針等の整理・確定） 

  イ ゾーニング（ＪＴ跡地、高橋公園を含む）、整備対象時期など。 

  

  ②上記の調査・検討・分析を踏まえた基本計画の具体的な内容の検討・策定 

    参考：特別史跡熊本城跡 千葉城地区整備基本計画目次（イメージ案）【資料４－３】 

※第 5章「整備基本計画」等、列記したものは「史跡整備の手引き」に参考として

示されたもののであり、具体的には今後検討していくもの。 

   

（２）想定スケジュール 【資料４―２】 

  ①基本計画の検討・策定：令和３年度から令和４年度（状況により令和５年度まで） 

※史跡の保存・理解促進等に向けて何が必要か、何が出来るのかを含め、必要な調査・分

析、意見聴取、協議（文化庁含む）等を十分行いながら検討を進める予定 

    ◎令和３年度の検討内容 

・必要な情報の把握・整理 

・基本的方針の整理・確定 

    ◎令和４年度以降の検討内容 

・必要な情報の把握・整理（継続） 

・調査・検討を踏まえた基本計画の具体的な内容の検討・策定 

 

 ②基本設計・実施設計・工事等：基本計画の策定後（令和５年度以降）に実施 



※状況によりＲ５まで
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